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～講評～ 

Ⅰ 小問集合 

（ⅰ）確率（ⅱ）空間ベクトル（ⅲ）放物線と直線。（ⅰ）～（ⅲ）とも易しい前半とやや手数の多い後半の２つ

の設問からなる出題。どれも内容は素直で解答の方針は立てやすい。 

Ⅱ 小問集合 

（ⅰ）数列 （ⅱ）データの分析。１と同様に方針は立てやすい。前半は公式の確認的な内容、後半はやや考える

ものとなっている。 

Ⅲ 数学Ⅲの微積総合の記述問題。２つの三角関数のグラフが接する条件、グラフの囲む図形の面積についての問

題。計算、内容とも基本的であった。 

 

Ⅰ（６）やⅡ（２）、（４）など計算の処理が面倒なものは見られたが、例年より少し易しめの問題で構成されてい

た。合否の目安は７割程度になると思われる。 

 


